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自治会に加入し、災害に備えよう.:

「東林間自治会ホームページ」 http://www,higashirinkan.org/
事務所までこ連絡
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
新
年
を
健
や
か

に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
年
明
け
早
々
能
登
半
島
地
震
、
羽
田
空

港

の
飛
行
機
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
お
悔
や
み

を
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

自
治
会
は
近
隣
の
皆
様
と
の
絆
を
深
め
、

お
年
寄
り
、
子
ど
も
達
な
ど
の
弱
者
の
見

守
り
に
も
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

昨
年
、
自
治
会
行
事
で
ふ
る
さ
と
ま

つ

り
、
ふ
く
し
ま
つ
り
を
行
い
ま
し
た
。
祭

り
に
訪
れ
た
家
族
の
方
々
が
嬉
し
そ
う
で

し
た
。
今
年
は
、
よ
り
多
く
の
行
事
で
皆

様
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
ｃ

自
治
会
館
も
完
成
し
、
災
害
時
の
拠
点

と
な
る
よ
う
備
蓄
の
他
、
設
備
も
充
実
さ

せ
ま
す
。
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

今
年
は
辰
年
で
す
。
悪
い
こ
と
や
忘
れ

た
い
こ
と
を
絶

っ
て
、
東
林
間
の
地
に
し

っ
か
り
立

っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
今
後
も

自
治
会
活
動
に
ご
理
解

。
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

本
年
も
最
良
の
年
に
な
り
ま
す
よ
う
願

っ
て
お
り
ま
す
。
自
治
会
員
の
皆
様
の
ご

健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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令和 6年 2月 29日 東 りんかん ふれあいだより (2)

本村市長の挨
拶と来賓の方

々
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聰 東林間自治会主催の賀詞交歓会が 1月 20日

(土 )、 東林間自治会館で開催されました。来

賓に本村賢太郎市長を始め総勢約60名の参

集により 終ヽ始和やかに今年の地域の安全・

安心を誓いました。名物のビンゴ大会は大盛

況でした。

田村会長の挨拶からスタ

ヽ ♂

苺
一

さ
ら
な
る
自
治
会
館
利
用
を

副
会
長
　
酒
井
　
光
政

能
登
の
震
災
な
ど
発
災
の
た
び
に
日

頃
の
近
所
の
方
々
と
の
お
付
き
合
い
の

重
要
性
を
感
じ
ま
す
。

自
治
会

で
は
昨
年
会
館
が
完
成
し
、

運
用
を
始
め
て
い
ま
す
。
総
会
、
区
長
会
、

各
部

の
行
事
な
ど
で
使
用
す
る
ほ
か

一

部
団
体
や
地
域
の
行
事
に
も
利
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
近
隣

の
皆
さ
ん
の
寄
り
合
い

の
場
と
し
て
の
ご
利
用
を
望
ん
で
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
自
治
会
各
部
も
で
き
る

限
り
新
た
な
行
事
を

つ
く
り
会
員
の
皆

さ
ん

へ
会
館
利
用
を
働
き
か
け
て
い
た

だ
き
ま
す
。

旧
自
治
会
事
務
所
は
令
和

６
年
度
に

取
り
壊
し
が
決
ま

っ
て
い
ま
す
。
役
員

で
会
館
倉
庫

へ
備
品
の
移
動
や
不
用
品

を
処
分
し
て
い
ま
す
。
跡
地
利
用
方
法

は
自
治
会
で
利
用
で
き
る
よ
う
市
と
交

渉
中
で
す
。

自
治
会
は
今
年
も
会
員
の
皆
さ
ん
と

共
に
住
み
よ
い
ま
ち

（関
係
）
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。
自
治
会
は
会
員
の
中
か

ら
活
動
に
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
知
識
、
経
験
を
活
か
し

防
災
な
ら
応
募
し
よ
う
、
福
祉
に
は
協

力
で
き
る
と
い
う
方
も
歓
迎
で
す
‥
ご

連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

安
全

・
安
心
な
地
域
を

交
通
防
犯
部

部
長
　
木
全
　
広
幸

交
通
防
犯
部
は
安
全

・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
的
に
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
、

青
色
パ
ト

ロ
ー
ル
、
年
末
パ
ト

ロ
ー
ル

な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
こ
れ
ら
の
パ
ト

ロ
ー
ル
活

動
に
加
え
、
次
の
２
点
を
新
た
な
行
事

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

一
つ
目
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
く
に
ス
マ
ホ
は

日
常
生
活
で
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
り
、

子
ど
も
達
も
持

つ
よ
う
な
時
代
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
子
ど
も
達

の
教
育
現

場
で
あ
る
学
校
に
着
日
し
、
特
別
授
業

を
開
催
で
き
な
い
か
、
某
中
学
校
に
相

談
を
持
ち
掛
け
、
現
在
協
議
中

で
す
。

新
年
度
の
早
い
時
期
、

１
年
生
を
対
象

に
保
護
者

の
方
々
も
交
え
開
催
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

二
つ
目
。
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
高
齢

者
を
狙

っ
た
特
殊
詐
欺
事
件
が

一
向
に

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
相
模
原
南
警
察
署

管
内
だ
け
で
も
昨
年

５
件
、
１
千
万
円

を
超
え
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
冷

静
に
考
え
れ
ば
分
か
り
そ
う
で
す
が
、

わ
が
子
の
こ
と
に
直
面
す
る
と
盲
目
に

な

っ
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。
東
林
地
区

に
は
、
む

つ
ご
会
と
い
う
老
人
会
が
あ

り
ま
す

の
で
連
携
を
図
り
敬
老
の
日
前

後
に
自
治
会
館
で
講
習
会
を
開
催
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
が
子
ど
も
達

の
健
全

な
育
成
と
お
年
寄
り
の
方
々

へ
の
防
犯

の

一
歩
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

h 2tt-
ますますの発展を願って
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(3) 東 りんかん ふれあいだより 令和 6年 2月 29日
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う
ど
ん
作
り
復
活
の
予
定

吻又
彪

憮

ゴ
ミ
の
減
量
化
を
目
指
し
て

環
境
部

部
長
　
斉
藤
　
真
也

環
境
部
は
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
こ
の
目
標
を

実
現
す
る
た
め
引
き
続
き
公
園
の
美
化

（草
花

の
植
え
替
え
を
含
む
）
、
市
民
緑

地
の
除
草
―
ご
み
置
き
場
の
新
設
や
管

理
助
言
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

公
園
、
緑
地
な
ど

の
地
域
の
美
化
は

環
境
保
全
に

つ
な
が
り
、
地
域
住
民
の

健
康
や
生
活

の
質
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

ま
た
公
園
に
は
人
々
が
集

い
、
交
流
す

る
場
で
も
あ
り
、
快
適
に
す
る
こ
と
で

地
域
社
会
を
活
性
化
で
き
ま
す
。

ご

み
置
き
場

の
助
言
に

つ
い
て
は
、

と
く
に

一
般
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。
近
年
、　
一
般
ご

み
の

量
が
増
え
、
景
観
や
衛
生
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
身

の
約

４

割
が
プ

ラ
ご
み
だ
そ
う
で
す
。
分
別
の

徹
底
に
よ
リ
プ

ラ
ご
み
の
資
源
化
や

一

般
ご
み
減
量
化
の
余
地
は
十
分
に
あ
り

ま
す
。
加
え
て
、
生
ご
み

（
一
般
ご
み
）

は
水
分
を
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。
水
切

り
に
よ
り
減
量
化
を
可
能
に
し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
心
が
け
て
い
た
だ
き
、

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
の
今
年

の

一
歩
と
し
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
育
成
部

部
長
　
荻
原
　
薫

昔
は
子
ど
も
が
悪
い
こ
と
を
す
る
と
、

地
域
の
大
人
や
上
級
生
が
注
意
し
て
く

れ
、
自
然
と
地
域
内
で
子
供

へ
の
し

つ

け
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

最
近
は
野
原
な
ど
で
友
達
と
自
由
に

遊

べ
る
場
所
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

加
え
て
、
自
宅
か
ら
離
れ
た
場
所
で
の

両
親

の
共
働
き
が
増
え
ま
し
た
。
放
課

後
、
自
宅
で

一
人
、
ゲ
ー
ム
や
ス
マ
ホ

に
夢
中
に
な
る
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
友
達
と

の
遊
び

の
な

か
か
ら
色
々
な
ル
ー
ル
を
学
ぶ
機
会
が

少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

〃学
校
で
の
生
活
が
楽
し
い
。
放
課
後

は

つ
ま
ら
な
い
〃
と
い
う
子
ど
も
の
声

が
聞
こ
え
ま
す
。
育
成
部
は
こ
の
よ
う

な
声
を
受
け
止
め
、
児
童
館
、
公
民
館

な
ど
他
の
社
会
教
育
機
関

・
団
体
と
共

に

〃ふ
れ
あ
い
〃
を
重
視
し
て
参
り
ま
す
。

当
部
は
地
域
内
児
童

の
健
全
な
育
成

を
目
的
と
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
そ
の
内
容
は
、
卓
球
大
会
や
焼
き

い
も
祭
り
な
ど
で
す
ｃ

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
さ
れ
て
い
た
三
世

代
交
流
う
ど
ん
作
り
も

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
今
年

の

一
歩
と
し
て
復
活
さ
せ
る
予
定
で
す
ｃ

こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●口●●

■

褪鰊
聰:写
塚l氣

輪

鰊
一

おなが選た暴「



令和 6年 2月 29日 東りんかん ふれあいだより (4)
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日

東
林
地
区
安
全

。
安
心
ま
ち
づ
く
り

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
１２
月
９
日

（土
）
、
午

後

１
時
３０
分
か
ら
開
催
。
主
催
者
は
南

区
安
全

。
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

東
林
支
部

（支
部
長

・
田
村
久
司
東
林
地

区
自
治
会
連
合
会
長
）
で
す
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
令
和
元
年
ま
で

地
区
連
傘
下
の
主
な
自
治
会
と
東
林
地
区

交
通
安
全
母
の
会
な
ど
の
役
員
が
松
が
枝

公
園
に
結
集
し
、
小
田
急
相
模
原
駅
間
を

往
復
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
令
和

２
年

以
降
コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
間
中
止
。

今
年
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
パ
レ
ー
ド
が

な
く
な
り
、
小
田
急
相
模
原
駅
前
と
東
林

間
駅
前
の
２
か
所
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ

ま
し
た
。

来
賓
者
の
紹
介
の
後
、
木
全
交
通
防
犯

部
部
長
か
ら
年
末
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
方
法

の
説
明
。
主
な
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

。
東
地
区
、
西
地
区
は
世
帯
数
が
多
い
の

で
そ
れ
ぞ
れ

２
グ
ル
ー
プ
。
南
地
区
、

北
地
区
は
そ
れ
ぞ
れ

１
グ
ル
ー
プ
。
合

計

６
グ
ル
ー
プ
を
編
成
。
巡
回
コ
ー
ス

を

１
時
間
程
度

で
回
れ

る
よ
う
各
グ

ル
ー
プ
で
工
夫
す
る
こ
と
。

・
防
犯
灯
の
球
切
れ
、
不
審
物
、
放
置
自

転
車
、
駐
車
違
反
車
な
ど
が
あ
れ
ば
記
録

し
て
く
だ
さ
い
。

・
拍
子
木
を

「火
の
用
心
」
「戸
締
り
用
心
」

発
声
後
２
度
叩
く
こ
と
。

・
区
長
、
班
長
さ
ん
は
巡
回
の
途
中
で
自

宅
の
近
く
に
来
た
ら
流
れ
解
散
で
す
。

巡
回
の
結
果
、
防
犯
灯
新
設

６
件
、

防
犯
灯
修
理

２
件
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
新

設
１
件
の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
放
置
自
転
車

１
件
、
道
路

標
識

の
な
い
支
柱

１
件
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
東
亜
警
備
に
よ
る
年
末
年
始
終
日
巡
回

警
備
を
５
面
に
掲
載
し
ま
し
た
。

東
林
間
自
治
会
は
年
末
パ
ト
ロ
ー
ル
を

比
較
的
暖
か
い
１２
月
２７
日

（水
）
に
主
催
。

こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
過
去

３
年
間
の
コ

ロ
ナ
禍
で
あ

っ
て
も
毎
年
継
続
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
区
長
、
班
長
さ
ん
は
午
後

７

時
に
自
治
会
館
に
集
合
。
参
加
者
は
６４
人
。

出
陣
式
で
南
警
察
署
の
大
場
さ
ん
か
ら

「犯
罪
が
な
か
な
か
減
り
ま
せ
ん
。
と
く

に
女
性
や
子
ど
も
を
狙

っ
た
わ
い
せ
つ
事

件
が
多
い
で
す
。
注
意
し
ま
し
よ
う
」
と

い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

南
消
防
署
の
小
泉
さ
ん
は

「市
内
の
今

年
の
火
災
発
生
件
数
は
１
４
９
件
で
昨
年

に
比
べ
減
少
し
て
い
ま
す
。
た
だ
電
気
器

具
に
よ
る
火
災
が
多
い
の
で
安
全
性
の
高

い
も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
救
急
搬

送
件
数
は
年
々
増
加
の

一
途
で
す
。
主
に

高
齢
化
の
影
響
と
考
え
ら
れ
ま
す
」
と
の

お
話
で
し
た
。

東林間2～ 3丁 目の皆さん お疲れさま

交通安全、防犯の呼びかけ

鑢
蟷
巫
薮
隕
跛
颯

上鶴間7～ 8丁 目の皆さん お疲れさま

・ ■:_■ _｀

ま
ち
づ
ぐ
，

キ

ヤ
ン
ペ
■

ン

珀‘
燿
， ■
１
１
■

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
目
的
は
、
地
域

の

〃安
全

。
安
心
″

の
機
運
を
高
め
、
多

発
す
る
年
末
の
犯
罪
、
交
通
事
故
を
防
止

す
る
た
め
で
す
。

東
林
間
駅
前

の
キ

ャ
ン
ペ
ー

ン
で
は
、

交
通
安
全
母
の
会
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
自

治
会
役
員
、
民
生
委
員
な
ど
２２
人
、
警
察

官

１
人
、
と
う
り
ん
鼓
笛
隊
員

Ｈ
人
と

そ
の
関
係
者

４
人
の
合
計
３８
人
が
参
加
。

参
加
者
は
開
会
式
の
後
、
鼓
笛
隊
員
の

演
奏
を
バ

ッ
ク
に
駅
前
の
通
行
人

へ
交
通

事
故
防
止
、
防
犯
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

用
意
さ
れ
た
グ

ッ
ズ
は
３
５
０
袋
。
そ

の
中
身
は
以
下
の
と
お
り
で
し
た
。

・
年
末

の
交
通
事
故
防
止
運
動

（１２
月
１１

日
～
‐２
月
２０
日
）

の
チ
ラ
シ

。
東
林
わ
ん
わ
ん
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
員
募
集

の
チ
ラ
シ

（窓

口

¨
東
林
ま
ち
づ
く
リ
セ

ン
タ
ー
内

南
区
安
全

。
安
心
ま
ち
づ

く

り
推
進
協
議
会
東
林
支
部
）

。
反
射

ベ
ル
ト
、

マ
ス
ク
な
ど

参
加
者

は
手
際

よ
く
通
行
人

ヘ
グ

ツ

ズ

を
手
渡
し
午
後

２
時
ご

ろ
終
了
し
ま

し
た
。
盗
難

の
被
害
者
は
防
犯
に
努
め
れ
ば
良

か

っ
た
と
後
悔
し
ま
す
ｃ

自
動
車

の
交
通

（人
身
）
事
故
の
被
害

者
は
現
在

の
仕
事
、
生
活
や
将
来
に
影
響

を
受
け
ま
す
。
加
害
者

の
多
く
は
被
害
者

に
迷
惑
を
か
け
た
と
思
い
、
後
悔
し
ま
す
。

盗
難
、
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
、

く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

缶舞動菱

勒
・・鰊
鱚
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東菫警備

●は掲示板の設置場所
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終
日
巡

警
備

東
亜
警
備
が
１２
月
２８
日

（木
）
午
後

８
時
か
ら
翌
年

１
月

４
日

（木
）
午
前

５
時
ま
で
計
４６
回
、
終
日
巡
回
警
備
を

実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
①
鳩
の
よ
う
な
羽
根
が
民
家

Ｎ
牛
Ｔ

の
庭
に
散
乱

１
件
②
公
園
内
の
放
置
自

転
車

１
件
③
自
動
車
が
駐
車
場
か
ら
道

路
に
は
み
出
て
止
ま

っ
て
い
る
ケ
ー
ス

ー
件
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

年
末
年
始
終
日
巡
回
警
備
の
通
常
コ
ー

ス
を
例
示
し
ま
し
た
。
（左
図
）
こ
の
コ
ー

ス
は
自
治
会
掲
示
板

（２０
か
所
）
を
目
印

に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
丁
目

単
位
で
重
点
地
区
を
定
め
、
そ
の
中
を
細

か
く
巡
回
す
る
重
点
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

終
日
の
警
備
に
感
謝
し
ま
す
。

終日巡回警備通常コース (赤線)の例示

相
模
原
市
下
水
道
整
備
課
主
催
の
上
鶴

間
地
区
下
水
道
事
業

の
説
明
会
が
１
月

１３
日

（土
）
、
東
林
間
自
治
会
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
約
３０
人
。

開
催

の
背
景
は
①
雨
水
管
敷
設
工
事

（右
図
赤
線
部
分
）
の
遅
れ
と
②
そ
の
他

の
雨
水
管
敷
設
工
事
が
計
画
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。

工
事
遅
延
の
説
明
で
は
雨
水
管
を
通

す
た
め
地
下
約
２

ｍ
の
所
を
掘
り
進
め

て
い
ま
す

（赤
線
部
分
）
。
そ
の
終
点
部

分
で
直
径
３０

Ｃｍ
ほ
ど

の
石
の
集
積
か
所

が
あ
り
機
械
掘
削
で
き
な
く
な

っ
た
か

ら
で
し
た
。

次
に
全
体
計
画
の
説
明
。
深
堀
川
近
く

と
水
道
み
ち
近
く
に

「浸
水
か
所
」
が
あ

り
ま
す

（上
図
水
色
部
分
）
。
今
回
の
事

業
は
こ
れ
ら
の
解
消
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
現
在
の
雨
水
は
地
区
内
に
張
り

巡
ら
さ
れ
た
雨
水
管
か
ら
マ
ン
ホ
ー
ル
に

集
水
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
よ
り
太
い
雨
水
管

を
と
お
し
て
深
堀
川
へ
流
れ
ま
す
。
深
堀

川
は
大
雨
に
な
る
と
雨
水
が
集
中
し
急
速

に
水
位
が
上
が
り
ま
す
。
そ
れ
は
排
水
機

能
を
低
下
さ
せ
ま
す
。
そ
れ
を
避
け
る
た

め
第
２８
バ
イ
パ
ス
雨
水
幹
線
が
令
和

３

年
度
に
完
成

（上
図
黒
字
部
分
）
。
こ
れ

は
直
径

３

ｍ
の
幹
線
で
排
水
機
能
だ
け

で
な
く
貯
水
機
能
も
発
揮
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
深
堀
川
の
水
位
上
昇
に
よ
る
排
水

機
能
の
低
下
を
防
ぎ
ま
す
。

①
中
学
校
横
の
雨
水
管

（赤
線
、
水
色

の
線
）
は
令
和

６
年
度

の
工
事
で
掘
り

進
め
ら
れ
第
２８
バ
イ
パ
ス
雨
水
幹
線
に
繋

が
る
予
定
で
す
。

②
浸
水
か
所
の
排
水
を
改
善
す
る
た
め

令
和

６
～

７
年
度
に
地
下
約
１０

ｍ
の
地

点
に
雨
水
管
を
敷
設
す
る
計
画
で
す

（上

図
緑
、
黄
色
部
分
）
。

①
と
②
を
繋
い
で
雨
水
対
策
が
完
了
す

る
の
は
令
和
７
年
度
末
に
な
り
ま
す
。

会
場
か
ら
防
災
訓
練
な
ど
の
地
域
行
事

と
の
日
程
調
整
が
で
き
て
い
る
の
か
、
自

動
車
の
出
入
り
が
で
き
る
の
か
な
ど
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
市
は
支

障
が
で
な
い
よ
う
対
応
し
て
い
く
と
の
回

答
で
し
た
。

‐ヽ

ロ

・

=
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上鶴間中学校
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東
林
地
区
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
が
Ｈ
月

２４
日

（金
）
、
東
林
公
民
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
懇
談
会
は
相
模
原
市
と
東
林

地
区
住
民
と
の
間
で
平
成
２９
年
ま
で
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後

コ
ロ
ナ
禍
も

あ

っ
て
中
止
に
。
今
年
の
懇
談
会
は

６

年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た
。

懇
談
の
テ
ー
マ
は

「市
立
小
中
学
校
体

育
館
の
冷
房
設
置
」

「自
治
会
活
動

へ
の

行
政
の
関
わ
り
方
の
強
化
」
で
し
た
。

小
中
学
校
体
育
館
の
冷
房
設
置

質
問
の
趣
旨

こ
こ
数
年
、
夏
季

の
異
常
な
高
温
の
日

が
続

い
て
い
ま
す
。
と
く
に
今
年
は

３

か
月
間
に
わ
た
り
異
常
と
思
え
る
高
温
の

日
々
で
し
た
。
小
中
学
校

の
体
育
館
は
、

授
業
、
部
活
動
な
ど

の
学
校
教
育
は
も
と

よ
り
大
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
指
定
さ

れ
る
ほ
か
各
種
講
習
会
な
ど
で
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
型
扇
風
機
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
で
は
間
に
合
わ
ず
、
か
つ
話
し
声
が

聞
き
取
れ
な
く
な
り
ま
す
ｃ
連
日
の
暑
さ

で
体
育
館

の
使
用
に
支
障
が
生
じ
て
お
り

ま
す
。

こ
の
た
め
体
育
館
に
冷
房
施
設
を

導
入
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

行
政
か
ら
の
回
答

市
内
の
市
立
小
中
学
校
は
１
０
５
校
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
体
育
館
に
冷
房
施
設

の
あ

る
の
は

６
校

で
す
。
学
校

か
ら
冷

房
設
置

の
要
望

を

い
た
だ

い
て
お
り
ま

す
ｃ
学
校
数
が
多
い
こ
と
と
教
育
活
動

の

合
間
を
縫

っ
て
の
設
置

工
事

に
な
り
ま

す
。

こ
の
た
め
工
事
期
間
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
徐
々
に
導
入
し
て
い
き
ま
す
。

体
育
館
を
避
難
所
と
し
て
指
定
し
て
お

り
ま
す
。
暑
さ
対
策
と
し
て
は
現
在
、
感

染
症
対
策
も
あ

っ
て
分
散
避
難

（在
宅
避

難
）
を
薦
め
て
混
雑
を
回
避
す
る
他
、
体

育
館

の
戸

。
窓
を
開
け
、
風
通
し
を
よ
く

す
る
よ
う
対
応
し
て
い
ま
す
ｃ

追
加
質
問

行
政
の
対
応
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
地

球
温
暖
化
が
進
ん
で
お
り
、
児
童

。
生
徒

が
つ
ら
い
状
況
で
す
。
早
急
な
対
応
が
必

要
で
、
そ
の
結
果
を
各
学
校
に
知
ら
せ
て

ほ
し
い
ｃ

行
政
か
ら
の
回
答

財
源
や
工
期
限
定

の
制
約
は
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
よ
り
命
が
大
切
で
す
。

相
模
原
市
に
大
規
模
地
震
は
来
ま
す
。

市
の
予
算
が
不
足
す
れ
ば
、
国
、
県
の
予

算
を
活
用
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
設
置
に
関
し
て
は
民
間
資
金

導
入
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。
体
育
館

へ
の
冷
房
施
設
の
設
置
は
教
育
行
政
改
革

の

一
環
と
し
て
位
置
づ
け
、
進
め
て
い
き

ま
す
。

自
治
会
へ
の
行
政
の
関
わ
り
強
化

質
問
の
趣
旨

自
治
会
は
行
政
と
防
災
訓
練
、
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
で
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
自
治
会
は
会
員
が
安
定
的

に
加
入
し
て
い
な
い
と
い
う
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
住
民
の
自
治
会

加
入
率
は
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
非
会

員
と
い
う
大
き
な
集
団
を
会
員
に
し
た
い

が
、
自
治
会
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
し
ず
ら
い
。

日
頃
、
自
治
会
と
連
携
し
て
い
る
行
政
か

ら
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

行
政
か
ら
の
回
答

自
治
会
加
入
率
は
市
全
体
で
今
年

４

月
現
在
４７
％
。
昨
年
よ
り

３
ポ
イ
ン
ト

ほ
ど
低
下
し
て
い
ま
す
。
『相
模
原
市
市

民
共
同
意
識
調
査
結
果
』
に
よ
れ
ば
、
加

入
者
は

「自
治
会
に
入

っ
て
良
か

っ
た
」

が
６３
％
を
占
め
て
ト
ッ
プ
。　
一
方
、
非
加

入
者
の
加
入
し
て
い
な
い
理
由
の
ト
ッ
プ

は

「時
間
が
取
ら
れ
そ
う
」
２９
％
で
し
た
。

新
聞
折
り
込
み
で
加
入
の
呼
び
か
け
、
自

治
パ
ス
の
改
善
の
他
に
防
災
対
策
情
報
の

必
要
性
な
ど
が
加
入
促
進
対
策
と
し
て
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
自
治
会
と
相
談
し
な
が
ら

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

追
加
質
問

端
的
に
言

っ
て
自
治
会
役
員
の
な
り
手

不
足
の
中
で
行
政
か
ら
の
協
力
要
請
が
多

く
き
ま
す
。
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
も

非
会
員
の
塊

（集
団
）
を
放
置
で
き
ま
せ

ん
。
転
入
し
て
き
た
方
が

「近
所
と
の
つ

な
が
り
を
良
く
し
よ
う
」
と
い
う
気
持
ち

が
強
け
れ
ば
加
入
率
は
上
が
り
ま
す
。
た

だ
自
治
会
に
加
入
し
た
と
し
て
も
、
自
治

会
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
よ
り
多
く
の
人
が
会
員
に
な
り
、

か
つ
積
極
的
に
活
動
し
て
も
ら
い
た
い
。

そ
の
意
味
で
行
政
は
自
治
会
と
の
関
わ
り

を
強
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

行
政
か
ら
の
回
答

行
政
は
自
治
会
に
行
政
課
題
を
解
決
す

る
た
め

〃ワ
ン
チ
ー
ム
〃
と
し
て
の
協
力

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
相
模
原
市
約
３４
万

世
帯
の
う
ち
約
半
数
が
集
合
住
宅
に
住
ん

で
い
ま
す
。
と
く
に
集
合
住
宅
世
帯
の
自

治
会
加
入
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
先
の
『相

模
原
市
市
民
共
同
意
識
調
査
結
果
』
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
自
治
会
に
も
お
届
け
し
た
い
。

自
治
パ
ス
の
利
用
が
低
い
の
で
そ
の
改
善

を
含
め
自
治
会
加
入
の
仕
方
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

全
体
を
通
し
て
の
所
感

今
回
の
懇
談
会
は
地
域
住
民
か
ら
の
質

問
に
対
す
る
丁
寧
な
回
答
と
質
問
の
趣
旨

を
理
解
さ
れ
た
本
村
市
長
の
行
政
に
対
す

る
リ
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
明
確
で
し
た
。
体
育

館
冷
房
設
置
と
自
治
会
員
加
入
促
進
に
つ

い
て
は
行
政
が
積
極
的
に
取
り
組
む
意
向

で
し
た
。
行
政
の
実
行
力
が
望
ま
れ
ま
す
。

緊張感ある引き締まつた懇談会でした
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・
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第30回

“よろしくお願いしま～す"第 2試合
混成チームA(少年)対東林リーグ

東
林
間
自
治
会
は
第
３０
回
少
年
対
熟
年

野
球
大
会
を
Ｈ
月
１８
日

（土
）
、
深
堀
中

央
公
園
で
主
催
し
ま
し
た
。
秋
晴
れ
の
も

と
熱
戦
が
展
開
。
参
加
者
は
８７
人
。
参
加

チ
ー
ム
は
混
成
チ
ー
ム
を
含
め

６
チ
ー

ム
。
対
抗
戦
３
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
合
は
武
島
雄
志
君

（上
鶴
間
ブ
ラ
ッ

ク
ス
）
の
選
手
宣
誓
を
含
む
開
会
式
、
準

備
運
動
の
後
、
午
前
９
時
１０
分
頃
に
開
始
。

試
合

の
結

果

は

３
試
合
共

に
少
年

チ
ー
ム
の
圧
勝
。
下
段
の
試
合
結
果
表
の

よ
う
に
、
ど
の
試
合
も
前
半
に
お
い
て
接

戦
の
好
ゲ
ー
ム
を
展
開
。
５０
歳
以
上
の
熟

年
チ
ー
ム
は
、
い
ず
れ
も
試
合
後
半
で
大

量
失
点
。
ス
タ
ミ
ナ
切
れ
か
。　
一
方
、
少

年
チ
ー
ム
は

〃牽
制
な
し
〃
と
見
込
ん
で

言十

盗
塁
を
重
ね
て
い
ま
し
た
ｃ

成
績
優
秀
な
各
少
年
チ
ー
ム
２
人

（小

峰
大
虎
、
田
中
隼
迅
、
深
弘
敬
、
オ
ケ
ム
ラ
。

ラ
ン
ド
ン
、
井
上
亮
翔
、
西
木
雪
都
の
諸

君
）
に
優
秀
選
手
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

い
も
祭
■

焼
き
い
も
祭
り
が
‐２
月
１０
日

（日
）
、

林
間
公
園
、
松
蔭
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
ク
リ
ー
ン
デ
ー
に
参
加

し
た
子
ど
も
達
な
ど
に
焼
き
い
も
を
提

供
す
る
自
治
会
主
催
行
事
で
す
。
参
加

者
は
鶴
の
台
小
学
校
子
ど
も
会

の
子
ど

も
達
、
そ

の
保
護
者
、
自
治
会

役
員
。

用
意
さ
れ
た
焼
き
い
も
の
数
は
林
間
公

園
１
１
６
本
、
松
蔭
公
園
４２
本

の
合
計

１
５
８
本
で
し
た
。

松
蔭
公
園
で
は
子
ど
も
達
が
保
護
者
な

ど
と
と
も
に
大
量
の
落
ち
葉
を
片
づ
け
ま

し
た
。　
一
方
、
自
治
会
役
員
は
午
前

８

時
ご
ろ
か
ら
焼
き
い
も
を
作
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
ま
ず
炭
火
で
土
を
温
め
、
さ
つ

ま
い
も
を
新
聞
紙
で
く
る
み
、
ぬ
ら
し
、

そ
の
上
を
ア
ル
ミ
ホ
イ
ー
ル
で
く
る
ん
で

焼
く
と
い
う
手
順
で
し
た
。

公
園
の
清
掃
を
終
え
た
子
ど
も
達
は

９
時
５０
分
ご
ろ
子
ど
も
会
が
調
達
し
た

お
も
ち
ゃ
と
自
治
会
が
作

っ
た
焼
き
い
も

を
受
け
取
り
解
散
し
ま
し
た
。

東
林
間

２
丁
目
に
お
住
い
の
Ｆ
さ
ん

は
長
年
防
災
関
係
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

Ｆ
さ
ん
宅
は
築
３０
年
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
で
お
暮
ら
し
。
毎
年

一
級
建
築
士
に
よ

る
建
物
診
断
を
受
け
て
い
ま
す
。
共
有
部

分
の
大
規
模
修
繕
は
計
画
的
に
実
施
。
こ

の
た
め
建
物
本
体
は
安
全
と
の
こ
と
で
す
。

室
内
の
設
備
類
に
つ
い
て
は
防
災
も
加

味
し
ト
イ
レ
、
キ
ツ
チ
ン
、
浴
室
、
内
窓

の
リ
フ
ォ
ー
ム
が
昨
年
に
完
了
。

家
具
転
倒
防
止
策
は
①
冷
蔵
庫
下
に
耐

震
マ
ッ
ト
を
敷
設
。
（写
真
右
上
）
②
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
上
部
に
壁
接
着
型
の
器
具
を
設

置
。

（写
真
左
上
）
食
器
類
の
飛
び
出
し

防
止
策
と
し
て
両
開
き
戸
棚
に
簡
易
な
開

閉
フ
ッ
ク
を
設
置
。
（写
真
下
）
そ
の
他

に
簡
易
ト
イ
レ
用
の
袋
を
２０
枚
備
蓄
。

建
物
本
体

・
室
内
設
備
の
改
修
、
家
具

類
の
固
定
な
ど
総
合
的
な
防
災
対
策
が
必

要
で
す
ね
。

試合結果 (少年チーム3勝 )

試合回数

公園清掃に励む子ども達

6

13

第 1

試合

18
~‡

 チ薫町事ず難̂ま
―`
ス奎

7

0

¬0

つ４
〈
［

第

試

ｏυ
〈
口

第

試

123456

東少連役員

翠ヶ丘スターズ

11004

10084

混成チーム A
東林リーグ

201411-

11014-

混成チーム B

自,台会

302005

000000

野
球
大
会

わ
之
一家
瘍
一一一一転

鰊
災
鼈
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第
２２
回

こ
ん
に
ち
は

で
す

東
１９
区

区
長
　
郡
川

東
１９
区
は

２
班
４２
世
帯
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
私
は
会
員
の
皆
さ
ん
の
自
治

会
に
対
す
る
参
加
意
識
の
高
さ
を
感
じ
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
新
旧

３
名

の
班
長
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
は
私
に

と
っ
て
不
可
欠
で
、
と
て
も
心
強
い
存
在

で
す
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。

防
災
訓
練
と
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
で
気
付

い
た
こ
と
は
、
高
齢
者
世
帯
の
増
加
や
空

き
地
に
な

っ
て
い
た
り
、
新
し
く
家
が

建

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
諸
変
化
か
ら
み

て
、
こ
れ
ま
で
と
異
な

っ
た
角
度
か
ら
の

声
掛
け
が
大
切
だ
と
つ
く
づ
く
思

っ
て
い

ま
す
。
自
分
の
年
齢
の
変
化
で
、
あ
が
ら
え
な

い
部
分
も
多
々
あ
り
ま
す
。
た
だ
智
恵
や

気
力
と
い
う
若
い
時
と
は
異
な

っ
た
パ

ワ
ー
で
微
力
で
あ

っ
て
も
無
力
な
自
分
に

な
ら
な
い
よ
う
に
努
め
ま
す
。
や
が
て
次

の
方
ベ
バ
ト
ン
タ
ツ
チ
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
自
治
会
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
は
極
力
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

第
４
回
区
長
会

幕ヽ
れ

鵞

紗
轟魔
鷺

畿

鼈

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一３
月
２
日
（土
）
午
前
１０
時

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一̈一東
林
間
ふ
れ
あ
い
広
場

鍮鱚
平
頌
藝
一憂
轟
藁

贔
は
３
月
９
日
（土
）午
前
１０
時

膠
は

東
林
間
自
治
会
館

玲
和
‘
年
度
総
〈一

口

田

４
月

２９

日

（
月
）
午

前

Ю

峙

場
団

東
林
間
自
治
会
館

―
鰺

東
林
間
神
社
の
節
分
祭
が

２
月

３
日

（土
）
に
催
さ
れ
ま
し
た
。
穏
や
か
な
日

和
の
も
と
、
多
く
の
人
々
が
集
ま
り
ま
し

た
。
参
加
者
は
参
集
殿
か
ら
撒
か
れ
た
福

豆
を
拾
い
、
無
病
息
災
を
願
い
ま
し
た
。

ハ一・　
・
４
・ｒヽ

＋
う

し

穏
や
か
な
元
旦
。
私
は
年
賀
状
を
眺
め
、

〃彼
は
元
気
か
〃
と
微
笑
ん
で
い
ま
し
た
。

突
然
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で

″津
波

が
来
ま
す
。
す
ぐ
避
難
〃
と
の
何
度
も
繰

り
返
す
強
い
口
調
。
能
登
半
島
地
震
。
日

時
の
経
過
に
つ
れ
破
壊
力
の
巨
大
さ
を
痛

感
。
道
路
寸
断
で
救
命
し
よ
う
に
も
ま
ま

な
ら
ず
。
火
事
で
消
火
し
ょ
う
に
も
水
が

で
な
い
。
当
面
、
家
族
、
近
所
、
地
域
で

助
け
合

っ
て
い
く
し
か
な
い
。
そ
れ
と
日

頃
の
備
え
が
大
切
で
す
。
全
国
で
起
き
て

い
る
大
地
震
は
そ
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

副
会
長
　
杉
山
　
伸

一

年末パ トロールの説明を
受ける区長さん

釉鮨啄颯凸峰ざ泰

福はうち～

福はうち～

本紙に顔の判別できる写真が掲載されることもあります。ご了解ください。

区
長
会
が
１２
月

９
日

（土
）、
自
治
会

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
６３
人

（参

加
率
７３
％
）
。
主
な
内
容
は
区
長
、
班
長
手

当
と
年
末
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
で
し
た
。

・
区
長
手
当
は
１
区
４５
会
員

（世
帯
）
を

例
に
通
信
費
を
含
め
年
間

８
千
円
。
会

員
数
の
多
い
区
で
増
加
し
、
任
期
が
短
く

な
る
と
減
少
。
班
長
手
当
は
会
員

１
世

帯
当
た
り
６０
円
。
こ
れ
も
会
員
数
が
多
い

班
で
増
加
し
、
任
期
が
短
く
な
る
と
減
少
。

。
年
末
パ
ト
ロ
ー
ル
で
区
長
、
班
長
さ
ん

は
１２
月
２７
日

（水
）
１９
時
に
自
治
会
館

へ

集
合
。
１９
時
２０
分
か
ら
東
西
南
北
に
分
か

れ

１
時
間
程
パ
ト
ロ
ー
ル
。
そ
の
他
に

年
末
年
始
警
備
を
東
亜
警
備
に
お
願
い
し

ま
す
。
そ
の
期
間
は
１２
月
２８
日

（木
）
２０

・

時
か
ら
１
月
４
日

（木
）

５
時
ま
で
。

。
賀
詞
交
歓
会
が

１
月
２０
日

（土
）
、
自

一

治
会
館
で
行
わ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
一

議
長

（総
務
部
長
）
か
ら
本
部
役
員
募

一

集
の
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
一

義

〓


